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「主を喜びとすることこそ」ネヘミヤ記 8:10 

主(イエス様)は私たちの目には見えません。目に見えないものを喜ぶの

は少し難しいかもしれません。しかし、私たちの日常の中には、目には見

えないけれども喜ぶということはあります。たとえば、安心感や幸福感が

与えられた時には喜びます。 

ネヘミヤ記を読み返すなら、一章は、ユダからの知らせでエルサレムの

城壁は崩され、人々は恥辱に中にあることがネヘミヤに知らされたことか

ら始まります。それは神に従わなかったイスラエルの罪の結果です。しか

し神様は、バビロン捕囚から 70 年後に、エルサレムが回復されるという

預言をエレミヤを通して与えました。事実、バビロンはペルシャに滅ぼさ

れ、ペルシャの王クロスによって、エルサレムの再建許可が下りて、エレ

ミヤの預言は成就するのです。そして、エズラ、ネヘミヤたちが記したよ

うに、エルサレムの城壁は再建されたのです。そして今日の箇所 8 章で

は、再建された城壁の広場に集まった人々に対して、モーセの律法が読み

上げられました。これを聞いた民は、神を礼拝し、なんと泣き始めたとい

うのです。なぜでしょうか。それは自分たちがいかに律法から離れた生活

をしていたか、また先祖たちも律法を守らず、それゆえに神の裁きにあっ

たことを理解して、悲しくて泣いたのです。とてもではないけれど、聖い

神の前に、自分たちは立つことはできないと悲しんだのです。そんな民に

対して、指導者ネヘミヤやエズラ、律法の説明にあたったレビ人は、「今

日はあなたがたの神、主の聖なる日だ。嘆いたり、泣いたりしてはならな

い。」と言ったのです。さらに「行ってごちそうを食べ、甘い飲み物を飲

みなさい。その備えのない者には、それを分けてあげなさい。今日は、我

らの主の聖なる日だ。悲しんではならない。主を喜びとすることこそ、あ

なたがたの力であるからだ。」飲んで食べ、大いに喜べというのです。 

この言葉を受けて、「民は皆、行って、食べ、飲み、分かち合い、大い

に喜んだ。教えられたことを理解したからである。」 

礼拝というと、静かに荘厳で、落ち着いているという礼拝をイメージす

る方が多いのではないでしょうか。しかし聖書では、本来礼拝は飲んで食

べて喜んでという中でささげるものだと教えているのです。少なくとも、

礼拝は喜びの中でささげるものなのです。なぜなら、「主を喜びとするこ

とこそ、あなたがたの力」だからです。 

これをやらなければ、あれも守らなければとか、これはダメだとかあれ

もしてはいけないと、重箱の隅をつっつくような信仰生活は疲れてしまう

し長続きはしません。 

イエス様の愛は、できないことを指摘するのではなく、私たちを丸ごと

受け入れて、認め愛してくださる愛なのです。ですから、イスラエルの民

が自分たちはダメだと泣いている時、喜びなさい楽しみなさいとおっしゃ

ったのです。もちろん、楽しみ喜びが罪の中でのことなら、神様はそのこ

とは嫌われますし、イスラエルの先祖たちのように神の裁きが下ります。

集まった民たちにはそのことは十分にわかっていました。実際にエルサレ

ムの滅亡やバビロン捕囚を経験したのですから。しかし、神の恵みに生か

される本当の自由を、喜び満喫する信仰を、主は喜ばれるのです。 

私たちは人間ですから、間違いも犯しますし、足らないところや欠けも

あります。でも神様は、それらすべてをご存知の上で、私たちを愛し受け

入れてくださっているのです。 

皆さん、主を喜ぼうではありませんか。それが私たちの力の源となるの

です。その結果、主に喜ばれる者、教会へと整えられていくのです。 

すでにイエス様は十字架にかかり、私の罪を赦し、永遠のいのちを与え

てくださっているのです、そして、内なる聖霊が日々私たちを導いてくだ

さっているのです。何ができなくても、どんな状況でも、この事実は変わ

りません。これらのことをしてくださった主を喜び、一歩一歩、主に期待

して従って参りましょう。 


